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の聖書
せいしょ
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覚
かく

しょうがい者
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友
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の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「エフェソの信
しん

徒
と

への手
て

紙
がみ
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第
だい

１
じゅう

３
さん

課
か

  平
へい

和
わ

を勝
か

ち取
と

る 

明
あけ

智
ち

 信
しん

作
さく

 

 

 

１
いち

．安
あん

息
そく

日
にち

午
ご

後
ご

 

暗
あん

唱
しょう

聖
せい

句
く

を読
よ

んでみましょう。 

「その上
うえ

に、信仰
しんこう

のたてを手
て

に取
と

りなさい。それをもって、悪
あ

しき者
もの

の放
はな

つ火
ひ

の矢
や

を消
け

すことができるであろう。 

また、救
すくい

のかぶとをかぶり、御
み

霊
たま

の剣
つるぎ

、すなわち、神
かみ

の言
ことば

を取
と

りなさい。」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

６
ろく

，１
じゅう

７
なな

、口
こう

語
ご

訳
やく

） 

「なおその上
うえ

に、信仰
しんこう

を盾
たて

として取
と

りなさい。それによって、悪
わる

い者
もの

の放
はな

つ火
ひ

の矢
や

をことごとく消
け

すことができ

るのです。また、救
すく

いを兜
かぶと

としてかぶり、霊
れい

の剣
つるぎ

、すなわち神
かみ

の言
こと

葉
ば

を取
と

りなさい。」（エフェソ６
ろく

：１
じゅう

６
ろく

，１
じゅう

７
なな

、新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

） 

このみ言
こと

葉
ば

の中
なか

に、「信仰
しんこう

のたて」、「救
すくい

のかぶと」、「御
み

霊
たま

の剣
つるぎ

」という言
こと

葉
ば

が出
で

てきます。盾
たて

も、兜
かぶと

も、剣
つるぎ

もみな、戦
たたか

いになくてならない武具
ぶ ぐ

です。 

クリスチャンは、キリストを信
しん

じて神
かみ

の子
こ

となった時
とき

、キリストの側
がわ

に立
た

ちました。そのために、サタンは、神
かみ

の

子
こ

となった私
わたし

たちを色々
いろいろ

な方法
ほうほう

で攻撃
こうげき

し、キリストから離
はな

れさせ、打
う

ち倒
たお

そうと働
はたら

きます。そこで、パウロは、

クリスチャンがサタンの攻撃
こうげき

から自
じ

分
ぶん

を守
まも

り、勝
しょう

利
り

するために、神
かみ

が用
よう

意
い

しておられる武
ぶ

具
ぐ

を紹
しょう

介
かい

しています。 

今
こん

週
しゅう

は、サタンとの霊
れい

の戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

して、平
へい

和
わ

を勝
か

ち取
と

るために、神
かみ

が用
よう

意
い

しておられる、霊
れい

の戦
たたか

いの武具
ぶ ぐ

について、学
まな

びます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：教
きょう

会
かい

 ――  一体
いったい

となった軍隊
ぐんたい

 

エペソ６
ろく

：１０
じゅう

－１
じゅう

２
に

を読
よ

みましょう。 

「6
ろく

:1 0
じゅう

 最
さい

後
ご

に言
い

う。主
しゅ

にあって、その偉
い

大
だい

な力
ちから

によって、強
つよ

くなりなさい。 6
ろく

: 1
じゅう

1
いち

 悪魔
サタン

の策
さく

略
りゃく

に

対
たい

抗
こう

して立
た

ちうるために、神
かみ

の武具
ぶ ぐ

で身
み

を固
かた

めなさい。 6
ろく

: 1
じゅう

2
に

 わたしたちの戦
たたか

いは、血
ち

肉
にく

に対
たい

するものでは

なく、もろもろの支
し

配
はい

と、権
けん

威
い

と、やみの世
よ

の主
しゅ

権
けん

者
しゃ

、また天
てん

上
じょう

にいる悪
あく

の霊
れい

に対
たい

する戦
たたか

いである。」 

 

私
わたし

たちキリストを信
しん

じるクリスチャンは、キリストの弟子
で し

となったゆえに、キリストに敵対
てきたい

する悪魔
サタン

と悪
あく

の霊
れい

との霊的
れいてき

な戦
たたか

いに巻き込
ま  こ

まれています。 



それゆえ、パウロは、主
しゅ

を信
しん

じる信仰
しんこう

により、主
しゅ

の偉
い

大
だい

な力
ちから

によって強
つよ

くなりなさい（エペソ６
ろく

：１０
じゅう

参照
さんしょう

）、

と命
めい

じています。 

神
かみ

の武具
ぶ ぐ

で身
み

を固
かた

めていれば、必
かなら

ず、この霊
れい

の戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

することができるのです。 

 

私
わたし

たちの霊
れい

の戦
たたか

いは、団体戦
だんたいせん

ですから、個
こ

人
じん

の勝
しょう

利
り

なくして、団
だん

体
たい

の勝
しょう

利
り

はありません。しかし、個
こ

人
じん

が

勝
しょう

利
り

するには、キリストを頭
かしら

とする教
きょう

会
かい

の兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

の祈
いの

りと交
まじ

わりと励
はげ

ましが必要
ひつよう

です。 

特
とく

に、今
いま

は、長
なが

く続
つづ

く悪
あく

霊
れい

に対
たい

する戦
たたか

いの最
さい

終
しゅう

段
だん

階
かい

である「邪悪
じゃあく

な日
ひ

」（エフェソ６
ろく

：１
じゅう

３
さん

、新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

）を前
まえ

にしているのですから、神
かみ

への献身
けんしん

だけでなく、キリストの仲
なか

間
ま

の兵
へい

士
し

である、同
どう

信
しん

の兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

と祈
いの

り合
あ

い、 

支
ささ

え合
あ

い、お互
たが

いに励
はげ

まし合
あ

い、助
たす

け合
あ

い、共
とも

に働
はたら

く事
こと

が不
ふ

可
か

欠
けつ

です。このことは、パウロが、教
きょう

会
かい

を一
ひと

つ

の軍隊
ぐんたい

に例
たと

えていることから、明
あき

らかです。 

私
わたし

たちが、完全
かんぜん

な武具
ぶ ぐ

を身
み

に着
つ

け、一体
いったい

となった軍隊
ぐんたい

として、力
ちから

強
づよ

く団
だん

結
けつ

して戦
たたか

い、押
お

し進
すす

める時
とき

に、私
わたし

たちは、確
かく

実
じつ

に勝
しょう

利
り

することが出来
で き

るのです。そのために、神
かみ

への献身
けんしん

とキリストの仲
なか

間
ま

の兵
へい

士
し

として互
たが

への忠
ちゅう

誠
せい

を決
けっ

してあいまいにしないことが大切
たいせつ

です。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：帯
おび

と胸
むね

当
あ

て（真
しん

理
り

の帯
おび

と正
せい

義
ぎ

の胸
むね

当
あ

て） 

パウロが、サタンと悪霊
あくれい

との戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

するために、紹
しょう

介
かい

している最初
さいしょ

の武具
ぶ ぐ

は、真
しん

理
り

の帯
おび

と正
せい

義
ぎ

の胸
むね

当
あ

てです。パウロは、信
しん

徒
と

が、神
かみ

の真
しん

理
り

をただ知
し

っているというだけではなく、天
てん

からの賜物
たまもの

である真
しん

理
り

を身
み

に着
つ

け

るように、すなわち、真
しん

理
り

を経
けい

験
けん

し、生活
せいかつ

の中
なか

に生
い

かして、身
み

に着
つ

けるように、勧
すす

めています。 

私
わたし

は、求
きゅう

道
どう

中
ちゅう

、学
まな

んだこと、聞
き

いたことを素
す

直
なお

に受
う

け入
い

れ、即
そく

座
ざ

に実
じっ

行
こう

することで、日
ひ

ごとに心
こころ

が変
か

えら

れ、生
い

き方
かた

が変
か

えられていくのを体験
たいけん

しました。初
はじ

めて、セブンスデー・アドベンチスト京
きょう

都
と

教
きょう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

した

その日
ひ

以
い

来
らい

、求
きゅう

道
どう

中
ちゅう

から、ずうっと第
だい

七日
なのか

目
め

安
あん

息
そく

日
にち

を守
まも

って教
きょう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

するようになりました。いつもくち

ずさんでいた流
りゅう

行
こう

歌
か

が讃
さん

美
び

歌
か

に変
か

わり、食
しょく

生
せい

活
かつ

も、教
おし

えられるとすぐに、菜
さい

食
しょく

に切
き

り替
か

えました。真
しん

理
り

の御
み

言
こと

葉
ば

を素
す

直
なお

に受
う

け入
い

れ、従
したが

って行
い

く時
とき

に、聖
せい

霊
れい

が力
ちから

強
づよ

く働
はたら

いて、心
こころ

も劇的
げきてき

に変
か

えられていくのを体験
たいけん

しまし

た。教
きょう

会
かい

に行
い

く前
まえ

には、毎日
まいにち

、パチンコに通
かよ

っていた私
わたし

が、昭
しょう

和
わ

４
よんじゅう

８
はち

年
ねん

のゴールデンウィークに瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の豊
て

島
しま

キャンプ場
じょう

で開
ひら

かれた、全
ぜん

日
に

本
ほん

青
せい

年
ねん

大
たい

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

し、本
ほん

気
き

で求
きゅう

道
どう

する決心
けっしん

をして帰
かえ

ってから、今日
こんにち

ま

で、ただの一
いち

度
ど

もパチンコをしたことはありません。したくなくなったのです。 

今
いま

、振
ふ

り返
かえ

ってみれば、心
こころ

を入
い

れ替
か

えて、幼
おさ

な子
ご

のように素
す

直
なお

になって聞
き

き従
したが

うこと、そうすることで、真
しん

理
り

の帯
おび

をしめ、正
せい

義
ぎ

の胸
むね

当
あ

てを身
み

に着
つ

ける経験
けいけん

をしていたのだ、と思
おも

います。 

私
わたし

たちの主
しゅ

イエス・キリストは、真
しん

理
り

であり、また義
ぎ

なるお方
かた

です。このキリストに幼
おさな

子
ご

のように、心
こころ

から

信頼
しんらい

し、素
す

直
なお

に聞
き

き従
したが

うなら、私
わたし

たちは、敵
てき

であるサタンに対して、真
しん

理
り

の帯
おび

と正
せい

義
ぎ

の胸
むね

当
あ

てを身
み

に着
つ

けるこ

とになり、必
かなら

ず勝
しょう

利
り

することが出来
で き

るのです。 

 



４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：履物
はきもの

：平
へい

和
わ

を勝
か

ち取
と

る教
きょう

会
かい

 

パウロは、悪
あく

魔
ま

と悪
あく

の霊
れい

に対
たい

する戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

するために、「平
へい

和
わ

の福
ふく

音
いん

の備
そな

えを足
あし

にはき」なさい、と言
い

っ

ています。キリストが、罪
つみ

に勝
しょう

利
り

し、全人類
ぜんじんるい

の罪
つみ

のために十
じゅう

字
じ

架
か

にかかって、死
し

んで下
くだ

さったことによって、罪
つみ

の赦
ゆる

しと、罪
つみ

との戦
たたか

いに勝
しょう

利
り

する道
みち

を開
ひら

いて下
くだ

さいました。幸
さいわ

いにも、私
わたし

たちは、神
かみ

の恵
めぐ

みによって、この

イエス・キリストを救
すく

い主
ぬし

と信
しん

じる信仰
しんこう

に導
みちび

かれ、神
かみ

の赦
ゆる

しと救
すく

いにあずかっています。 

今
いま

や、キリストを救
すく

い主
ぬし

、また主
しゅ

と信
しん

じる私
わたし

たちは、キリストの勝
しょう

利
り

とキリストの平
へい

和
わ

を宣
せん

言
げん

するメッセン

ジャーです。「平
へい

和
わ

の福
ふく

音
いん

」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

５
ご

）を告
つ

げ知
し

らせる者
もの

として召
め

されています。パウロは、信
しん

徒
と

が他
た

者
しゃ

との関係
かんけい

において攻撃的
こうげきてき

になることを望
のぞ

んでいません。むしろ、一
いっ

致
ち

、役
やく

立
だ

つ言
こと

葉
ば

、憐
あわ

れみの心
こころ

を強 調
きょうちょう

して

います。 

神
しん

学
がく

生
せい

時
じ

代
だい

、夏
なつ

休
やす

みに、福
ふく

井
い

で初
はじ

めて学生
がくせい

文書
ぶんしょ

伝道
でんどう

をさせていただきました。一軒
いっけん

一軒
いっけん

、お祈
いの

りしながら、

訪問
ほうもん

し、多
おお

くは門前払
もんぜんばら

いでしたが、そんな中
なか

で、時々
ときどき

、戸
と

を開
あ

け、暑
あつ

いでしょう、と言
い

って、冷
つめ

たい麦茶
むぎちゃ

を出
だ

し

て下
くだ

さった方
かた

、別
べつ

の方
かた

は、家
いえ

の奥
おく

から出て
で  

来
こ

られ、玄関
げんかん

まで出て
で  

来
き

てひざまずいて、私
わたし

の話
はなし

を聞
き

き、紹
しょう

介
かい

し

た本
ほん

を買
か

って下
くだ

さった方
かた

、その方
かた

とは、その夏
なつ

、数回
すうかい

、お訪
たず

ねし、サインズや本
ほん

を買
か

って下
くだ

さるだけでなく、食
しょく

事
じ

まで出
だ

して下
くだ

さる方
かた

もいらっしゃいました。その方
かた

とは、その後
ご

、何
なん

十
じゅう

年
ねん

も、年
ねん

賀
が

状
じょう

や手
て

紙
がみ

による交
こう

流
りゅう

を続
つづ

けました。多
おお

くの人
ひと

が無
む

関
かん

心
しん

ですが、このような方
かた

と出会
で あ

うと喜
よろこ

びに胸
むね

が躍
おど

る思
おも

いでした。共
とも

に祈
いの

れるのは、

本当
ほんとう

に嬉
うれ

しい、すばらしい経験
けいけん

でした。伝道
でんどう

のために出
で

かけていく時
とき

、相
あい

手
て

の方
かた

がたとい反対
はんたい

したとしても、争
あらそ

ったりすることなどは、全
まった

く考
かんが

えられません。人
ひと

を救
すく

うために、祈
いの

りつつ出
で

て行
い

く時
とき

、平
へい

和
わ

の天
てん

使
し

が共
とも

にいて守
まも

り、導
みちび

いて下
くだ

さり、また聖霊
せいれい

のご内
ない

住
じゅう

によって守
まも

られていたのだと思
おも

います。 

クリスチャンの武器
ぶ き

は、柔
にゅう

和
わ

で心
こころ

のへりくだったキリストとの祈
いの

りの交
まじ

わりと礼拝
れいはい

を通
とお

していただく、愛
あい

と

謙
けん

遜
そん

、柔
にゅう

和
わ

、忍
にん

耐
たい

、赦
ゆる

しです。こうして、私
わたし

たちが、救
すく

い主
ぬし

イエス・キリストの生
い

きた証
しょう

人
にん

として、人々
ひとびと

と

かかわることによって、神
かみ

なく望
のぞ

みなく、虚
むな

しく生
い

きている人々
ひとびと

が、キリストの愛
あい

に触
ふ

れ、ご自
じ

分
ぶん

の救
すく

い主
ぬし

と信
しん

じ

るようになり、さらに主
しゅ

と仰
あお

ぐ者
もの

に変
か

えられるように、祈
いの

り求
もと

めましょう。信
しん

じない者
もの

から信
しん

じる者
もの

に生
う

まれ変
か

わ

る奇
き

跡
せき

を、私
わたし

たちは体験
たいけん

しました。この奇
き

跡
せき

が、私
わたし

たちの関
かか

わる人
ひと

たちの人生
じんせい

にも起
お

きるように、祈
いの

りつつ、

キリストと共
とも

に歩
あゆ

ませていただきましょう。教
きょう

会
かい

は、キリストによる罪
つみ

の赦
ゆる

しと罪
つみ

からの救
すく

いを人々
ひとびと

にもたらす

ためにたてられているのですから。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：盾
たて

、兜
かぶと

、剣
つるぎ

 

神
かみ

がキリストを信
しん

じる私
わたし

たちに賜
たま

わった武器
ぶ き

として、「信仰
しんこう

のたて」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

６
ろく

）、「救
すくい

のかぶと」（エ

ペソ６
ろく

：１
じゅう

７
なな

）、さらに「御
み

霊
たま

の剣
つるぎ

、すなわち、神
かみ

の言
ことば

」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

７
なな

）があります。 

まず、「信仰
しんこう

のたて」（エぺソ６
ろく

：１
じゅう

６
ろく

）については、創
そう

世
せい

記
き

１
じゅう

５
ご

：１
いち

に、主
しゅ

がアブラムにお語
かた

りになったお

言
こと

葉
ば

の中
なか

で、「アブラムよ恐
おそ

れてはならない、わたしはあなたの盾
たて

である」とあるように、盾
たて

は、神
かみ

の民
たみ

を守
まも

る神
かみ

の象 徴
しょうちょう

として用
もち

いられています。ですから、「信仰
しんこう

の盾
たて

」を手
て

に取
と

るとは、信
しん

徒
と

のために戦
たたか

い（エペソ６
ろく

：１０
じゅう

参
さん

照
しょう

）、最
さい

上
じょう

の武
ぶ

具
ぐ

を備
そな

え（同
どう

６
ろく

：１
じゅう

１
いち

，１
じゅう

３
さん

参
さん

照
しょう

）勝
しょう

利
り

を確
たし

かなものにしてくださる神
かみ

に依
よ

り頼
たの

み、



宇
う

宙
ちゅう

的
てき

争
そう

闘
とう

に加
くわ

わることです。神
かみ

を信
しん

じる者
もの

に対
たい

して、神
かみ

は、敵
てき

のあらゆる攻撃
こうげき

から、私
わたし

たちを守
まも

って下
くだ

さ

る盾
たて

です。これほど、心
こころ

強
づよ

い事
こと

はありませんね。 

「地
ち

の果
はて

なるもろもろの人
ひと

よ、わたしを仰
あお

ぎのぞめ、そうすれば救
すく

われる。わたしは神
かみ

であって、ほかに神
かみ

はな

いからだ」（イザヤ ４
よんじゅう

５
ご

： ２
にじゅう

２
に

）と言
い

われる神
かみ

に信頼
しんらい

するなら、自
じ

分
ぶん

の救
すく

いに関
かん

して心配
しんぱい

する必要
ひつよう

がなくな

ります。神
かみ

と神
かみ

のみ言
こと

葉
ば

に信
しん

頼
らい

する信仰
しんこう

は、私たちの罪
つみ

、弱
よわ

さ、欠点
けってん

、失敗
しっぱい

をもって、神
かみ

に対
たい

する信
しん

頼
らい

と信
しん

仰
こう

を打
う

ち砕
くだ

こうとするサタンの攻撃
こうげき

から私
わたし

たちを守
まも

る、すばらしい盾
たて

ですね。 

「救
すく

いのかぶと」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

７
なな

）をかぶるとは、神
かみ

からの恵
めぐ

みとして、一方的
いっぽうてき

に与
あた

えられた救
すく

いを、信仰
しんこう

によって自
じ

分
ぶん

のものとしていただくことを意味
い み

しています。救
すく

いの神
かみ

に信頼
しんらい

する者
もの

にとって、もはやいかなるサタ

ンの攻撃
こうげき

も、無
む

力
りょく

です。自
じ

分
ぶん

の力
ちから

によってではなく、あの十
じゅう

字
じ

架
か

にかかって自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

の問
もん

題
だい

を処
しょ

理
り

して下
くだ

さ

ったキリストに信頼
しんらい

する限
かぎ

り、サタンのいかなる攻撃
こうげき

をも恐
おそ

れる必要
ひつよう

がありません。自
じ

分
ぶん

の力
ちから

によってではなく、

勝
しょう

利
り

されたキリストを信
しん

じる信仰
しんこう

によって、必
かなら

ず勝
しょう

利
り

できるからです。 

最
さい

後
ご

の武
ぶ

具
ぐ

は、「御
み

霊
たま

の剣
つるぎ

、すなわち、神
かみ

の言
ことば

」（エペソ６
ろく

：１
じゅう

７
なな

）です、イエス・キリストが、荒野
こうや

で、公
こう

生涯
しょうがい

のはじめ、４０日
よんじゅうにち

４０夜
よんじゅうや

、断食
だんじき

をした直後
ちょくご

に、悪魔
あくま

が近づいて
ちか    

きて「もしあなたが神
かみ

の子
こ

であるなら、こ

れらの石
いし

がパンになるように命じて
めい   

ごらんなさい」と言いました
い    

。それは、「あなたは本当
ほんとう

に神
かみ

の子
こ

ですか、それな

ら、これらの石
いし

をパンにする事
こと

で、神
かみ

の子
こ

である証拠
しょうこ

を見せて
み  

ごらんなさい」という、サタンの誘惑
ゆうわく

でした。その

時
とき

、イエスは「『人
ひと

はパンだけで生きる
い   

ものではなく、神
かみ

の口
くち

から出る
で  

一つ
ひと 

一つ
ひと 

の言
ことば

で生きる
い   

者
もの

である』と書いて
か   

ある」とお答え
 こた  

になりました。神
かみ

の言葉
ことば

で勝利
しょうり

されたのです、それから続いて
つづ   

、第二
だいに

、第三
だいさん

の試み
こころ  

においても、す

べて、生ける
い   

神
かみ

の言葉
ことば

でお答え
 こた  

になって、勝利
しょうり

されました。 

私たち
わたし    

も、日頃
ひごろ

から、み言葉
ことば

に親しみ
した   

、いかなる時
とき

にも、御霊
みたま

の剣
つるぎ

、すなわち、神
かみ

の言葉
ことば

を味わい
あじ   

、かみしめ、 

自分
じぶん

のものとし、不意
ふ い

にサタンの攻撃
こうげき

を受けて
う   

も、み言葉
ことば

で応答
おうとう

できるほどに、命
いのち

の言葉
ことば

を、味わい
あじ   

、かみしめ、

自分
じぶん

の物
もの

としておきたいものです。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：戦場
せんじょう

での祈
いの

りを実践
じっせん

する 

パウロは戦
たたか

いの勧め
すす 

の最後
さいご

に、兵士
へいし

である、すべての信徒
しんと

に、「すべての聖徒
せいと

のために祈り
いの 

つづけなさい」（エペ

ソ６：１８）と勧
すす

めています。また投獄
とうごく

されているパウロ自身
じしん

のためにも、「祈って
いの   

ほしい」（１９節）
せつ 

と訴
うった

えてい

ます。教会
きょうかい

が悪
あく

の力
ちから

の戦い
たたか  

に成功
せいこう

するためには、聖霊
せいれい

に導かれた
みちび     

祈
いの

りを通して
とお   

神
かみ

に依り
より 

頼むこと
たの     

が必要
ひつよう

で

す。 

私
わたし

は、自分
じぶん

のために、知らない
し   

人
ひと

たちが、祈って
いの   

下さった
くだ     

結果
けっか

として、セブンスデー・アドベンチスト京都
きょうと

教会
きょうかい

に導かれた
みちび     

者
もの

です。 

１９７３年３月７日（水
すい

）、私
わたし

が下宿
げしゅく

していた家
いえ

に、セブンスデー・アドベンチストの二人
ふたり

の青年
せいねん

（女性
じょせい

）が、

下宿
げしゅく

のおばさんを訪ねて
たず   

来られ
こ   

ました。その少し
すこ  

前に
まえ  

、下宿
げしゅく

の近く
ちか  

で開かれた
ひら    

青年
せいねん

の声
こえ

の講演会
こうえんかい

が開かれた
ひら    

時
とき

、

下宿
げしゅく

のおばさんは、数少ない
かずすく   

来聴者
らいちょうしゃ

だったのです。その後、
ご  

どうしておられるだろうか、と気
き

にかけてくださった

のでした。丁度
ちょうど

、その時
とき

、私
わたし

が、叔母
お ば

さんとおしゃべりをしていたのです。そして、帰り
かえ  

際に
ぎわ 

、今度
こんど

の土曜日
どようび

（３月
さんがつ



１０
と お

日）
か  

に、教会
きょうかい

にいらっしゃいませんか、と誘って
さそ   

下さった
くだ    

のです。二人
ふたり

の印象
いんしょう

がとても良かった
よ   

ので、心
こころ

が

動いた
うご   

のですが、その日
ひ

は、名古屋
な ご や

で、統一協
とういつきょう

会員
かいいん

として献身
けんしん

していた 妹
いもうと

に会い
あ  

に行く
い  

約束
やくそく

をしていたので、

お断り
ことわ  

しなければなりませんでした。二人
ふたり

は、下宿
げしゅく

を出る
で  

と、そのまま、セブンスデー・アドベンチスト京都
きょうと

教会
きょうかい

に行き
い  

、その夜
よる

の祈祷会
きとうかい

に出席
しゅっせき

されました。そして、その場
ば

で、私
わたし

の事
こと

を皆さん
みな   

に話し
はな  

、御心
みこころ

なら、教会
きょうかい

に

来て
き  

くれるように、とみんなでお祈り
いの 

された、というのです。 

金曜日
きんようび

の夜
よる

、妹
いもうと

から電話
でんわ

があり、「明日
あ す

は、約束
やくそく

の日
ひ

だけど、大切
たいせつ

な集会
しゅうかい

が入って
はい   

いて、どうしても休めない
やす     

ので、今回
こんかい

はごめんなさい」という断り
ことわ  

の電話
でんわ

でした。私
わたし

は、兄
きょう

妹
だい

の約束
やくそく

も守れない
まも    

のか、と一言
ひとこと

二言
ふたこと

、文句
もんく

を言いました
い    

が、「ごめんなさい」の一点張り
いってんば  

、しかたないと、がちゃんと受話器
じゅわき

を置きました
お    

。名古屋
な ご や

に行く
い  

道
みち

がふ

さがったのです。わたしは心
こころ

を入れ替えて
い  か   

、それなら、せっかく誘って
さそ   

下さった
くだ    

京都
きょうと

教会
きょうかい

に行って
い   

みよう、と思い
おも  

、

セブンスデー・アドベンチスト京都
きょうと

教会
きょうかい

に出席
しゅっせき

したのでした。振り返れば
ふ  か え   

、その日
ひ

から、今日
きょう

まで、ずうっと続けて
つづ   

教会
きょうかい

に通う
かよ 

ことになり、やがてゴールデンウィーク期間中
きかんちゅう

に開かれた
ひら    

、全日本
ぜんにっぽん

青年
せいねん

大会
たいかい

に出席
しゅっせき

して、求道
きゅうどう

を

決心
けっしん

し、７月
しちがつ

２ ８ 日
にじゅうはちにち

はバプテスマを受けました
う    

。その時
とき

には、私
わたし

の心
こころ

には、将来
しょうらい

、このすばらしい真理
しんり

を

伝える
つた   

牧師
ぼくし

か伝道師
でんどうし

になりたい、という願い
ねが 

を持つ
も  

に至った
いた   

のです。すべては、下宿
げしゅく

でお会い
あ

した二人
ふたり

の女性
じょせい

たちと

京都
きょうと

教会
きょうかい

の皆さん
みな   

が祈祷会
きとうかい

で祈って
いの   

下さった
くだ    

ことで、私
わたし

が神
かみ

と出会う
で あ  

道
みち

が開かれた
ひら    

のです。自分
じぶん

のために祈る
いの  

の

は勿論
もちろん

ですが、人
ひと

の救
すくい

のために、お互い
 たが  

のために祈り合う
いの あ  

ことは、お互い
 たが  

が、神
かみ

の家族
かぞく

として、信仰
しんこう

の戦い
たたか  

に

勝利
しょうり

するのに、なくてならない、霊
れい

の武具
ぶ ぐ

ですね。自分
じぶん

のため、人
ひと

のために祈る
いの 

事
こと

、また祈
いの

っていただく事
こと

は、霊
れい

の戦
たたか

いに勝利
しょうり

するために、なくてならない霊
れい

の武具
ぶ ぐ

であります。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

ガイドに引用
いんよう

されている、エレン・G・ホワイトのメッセージは、一致
いっち

の大切
たいせつ

さを指摘
してき

してくれています。心
こころ

に

留
と

めるべき、大切
たいせつ

なメッセージですので、ここに、そのまま、引用
いんよう

させていただきます。 

「戦
たたか

いにおける軍隊
ぐんたい

は、全員
ぜんいん

が協 力
きょうりょく

して働
はたら

かなければ、混乱
こんらん

し、弱体化
じゃくたいか

するでしょう。もし兵士
へいし

たちが、

互
たが

いの持ち場
も  ば

や働き
はたら

を無視
む し

して、自分
じぶん

の衝動的
しょうどうてき

な思
おもい

いで行動
こうどう

するなら、彼
かれ

らは気
き

ままな原子
げんし

の集
しゅう

合体
ごうたい

となり、

一
ひと

つの組織的
そしきてき

な体
からだ

として機能
きのう

しないでしょう。ですから、キリストの兵士
へいし

たちは、調和
ちょうわ

して行動
こうどう

しなければなりま

せん。自分
じぶん

たちだけが大事
だいじ

にされてはなりません。もし彼
かれ

らが自分
じぶん

たちだけを大事
だいじ

にするなら、神
かみ

の民
たみ

のうちにある

完全
かんぜん

な調和
ちょうわ

、一
ひと

つの心
こころ

、一
ひと

つの目的
もくてき

、一
ひと

つの壮大
そうだい

な目標
もくひょう

のための献身
けんしん

は、実
み

を結
むす

ばず、彼
かれ

らの時間
じかん

と能力
のうりょく

が無駄使
むだづか

いされることになるでしょう。一致
いっち

は力
ちから

です。ほんの数人
すうにん

の回心
かいしん

した 魂
たましい

が、一人
ひとり

の頭
かしら

の下
もと

で、一
ひと

つ

の壮大
そうだい

な目的
もくてき

のために調和
ちょうわ

して行動
こうどう

すれば、あらゆる機会
きかい

で勝利
しょうり

を収
おさ

めることができるでしょう」（エレン・ホワ

イト『スポールディング・アンド・メーガン・コレクション』１２１ページ、英文
えいぶん

）。 

今週
こんしゅう

、学
まな

んだ霊の
れい 

武器
ぶ き

をフルに活用
かつよう

して自分
じぶん

だけでなく、同じ
おな 

信仰
しんこう

に導かれた
みちび      

兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

の誰
だれ

一人
ひとり

も、

失われる
うしな       

ことなく、神
かみ

の国
くに

に入
はい

れるように、この地上
ちじょう

での信仰
しんこう

の戦
たたか

いに勝利
しょうり

させていただきましょう。私
わたし

たちの救い
すく 

主
ぬし

、また主
しゅ

であるイエス・キリストから目を
め  

離さず
はな    

、共
とも

に、祈り
いの  

合い、
あ   

励まし
はげ   

合って、
あ   

ひとたび神
かみ

から

賜った
たまわ    

金
きん

よりも尊い
とうと

信仰
しんこう

を、最後
さいご

まで持ち
もち  

続けさせて
つづ      

いただきましょうね。 


